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主 な 項 目

（Ｐ2に関連記事）

新たに二つの森林整備推進協定を締結新たに二つの森林整備推進協定を締結新たに二つの森林整備推進協定を締結新たに二つの森林整備推進協定を締結

上：木島平村四ノ宮地域森林整備
　　推進協定締結式

下：東白川村新巣地域森林整備
　　推進協定締結式
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［
北
信
署
］
平
成
二
十
四
年
三
月
六
日
、
木
島

平
村
役
場
に
お
い
て
「
木
島
平
村
四
ノ
宮
地
域

森
林
整
備
推
進
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て

効
率
的
な
作
業
路
網
の
開
設
や
間
伐
等
の
森
林

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
木
島
村
、

北
信
森
林
管
理
署
、
北
信
州
森
林
組
合
が
北
信

地
方
事
務
所
長
の
立
会
で
締
結
し
ま
し
た
。

  

協
定
に
よ
り
設
定
し
た
森
林
施
業
団
地
は
、

民
有
林
三
三
四
㌶
、
国
有
林
四
六
六
㌶
、
官
行

造
林
五
〇
㌶
で
総
面
積
八
五
〇
㌶
。
木
島
平
村

の
森
林
面
積
の
一
割
に
あ
た
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
計
画
で
は
、
協
定
期
間
の
三

年
間
で
一
三
、〇
〇
〇
㍍
の
路
網
を
開
設
し
、

一
六
四
㌶
の
間
伐
と
一
一
、〇
〇
〇
立
方
㍍
の

間
伐
材
の
搬
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
後
、
芳
川
木
島
平
村
長
は
「
今
回
の
協

定
で
は
、
国
有
林
・
民
有
林
路
網
の
相
互
利
用

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
森
林
整
備
を
進

め
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
豪
雨
災
害
の
防
止
に
つ
な
げ
た
い
。」「
こ

の
協
定
が
モ
デ
ル
的
と
な
り
村
内
の
森
林
整
備

が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
た

図
面
の
作
成
等
を
行
い
、
毎
年
九
月
に
事
業
の

進
行
及
び
計
画
等
を
協
議
し
団
地
化
し
た
メ

リ
ッ
ト
が
多
く
出
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
平
成
二
十
四
年
三
月
二
日
、
東
白

川
村
は
な
の
き
会
館
に
お
い
て
「
東
白
川
村
森

林
整
備
推
進
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
引
続
き

別
館
ホ
ー
ル
で
「
東
白
川
村
森
林
整
備
推
進
協

定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
中
部
森
林
管
理
局
長
と
岐
阜

県
知
事
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
、
岐
阜
県
に
お

け
る
「
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
の
推
進
に

関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
く
森
林
整
備
推
進
協
定

の
第
二
号
と
な
る
も
の
で
す
。

　

締
結
式
で
は
東
白
川
村
、
岐
阜
森
林
管
理

署
、
東
白
川
村
森
林
組
合
、
岐
阜
県
の
代
表
に

よ
り
協
定
書
へ
の
署
名
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
る
「
新
巣
共
同
施
業
団
地
」
は
、

東
白
川
村
新
巣
地
域
の
国
有
林
四
〇
四
㌶
と
私

有
林
九
㌶
及
び
村
有
林
一
六
七
㌶
の
計
五
八
〇

㌶
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
協
定
期
間
は
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
五
ヶ
年
と
し
、
そ
の
後
は
協

議
に
よ
り
延
長
で
き
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

施
業
団
地
内
の
人
工
林
率
も
九
七
㌫
と
岐
阜

県
平
均
の
四
五
㌫
と
比
べ
て
も
倍
以
上
と
高

く
、
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
森
林
造
成
が
継

続
的
に
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。　

　

協
定
で
は
、
所
有
界
を
越
え
た
効
率
的
な
路

網
計
画
に
よ
り
三
、七
五
〇
㍍
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
や
三
〇
九
㌶
余
り
の
利
用
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
実
施
し
て
、
約
一
三
、八
〇
〇
立
方

㍍
余
り
の
木
材
生
産
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
の
国
有
林
部
分
は
す
で
に
「
社
会

貢
献
の
森
『
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
の
森　

ぎ
ふ

東
白
川
』
」
と
し
て
岐
阜
森
林
管
理
署
と
サ
ン

ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
、
村
有
林
部
分
に
つ
い
て
も
、
同

会
場
に
お
い
て
岐
阜
県
が
推
進
す
る
「
企
業
と

の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
」
の
制
度
を
利
用

し
た
、「
サ
ン
ト
リ
ー『
天
然
水
の
森　

ぎ
ふ
東

白
川
』
に
お
け
る
生
き
た
森
林
づ
く
り
協
定
」

も
東
白
川
村
、
サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
、
岐
阜
県
と

の
間
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
同
地
域
に
三
つ
の
協
定
が
締
結
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
、
今
後
、
五
者
が
連
携
し
て
更

な
る
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

と
と
も
に
、
林
業
事
業
体
の
育
成
・
強
化
、
林

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
、
木
材
資
源
の
有
効

利
用
を
図
り
、
国
民
的
企
業
で
あ
る
サ
ン
ト

リ
ー
Ｈ
Ｄ
に
よ
る
都
市
部
へ
の
情
報
発
信
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

 

［
森
林
整
備
課
・
治
山
課
］
平
成
二
十
三
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
二

月
二
十
三
日
に
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
治
山
工
事
及
び
林
道

工
事
の
適
正
化
並
び
に
施
工
技
術
の
向
上
、
意

欲
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
設
計
技
術
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
治
山
部
門
は
昭
和

四
十
二
年
度
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工

し
た
、
治
山
工
事
百
十
一
件
、
林
道
等
工
事

四
十
三
件
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安
全

管
理
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で

十
三
件
、
林
道
部
門
で
六
件
を
優
良
工
事
と
し

て
選
出
し
、
こ
の
中
か
ら
、
優
秀
工
事
と
し
て

治
山
部
門
二
件
・
林
道
部
門
一
件
を
林
野
庁
表

彰
に
推
薦
し
、
治
山
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
、
ほ
か
二
件
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
た
、
治
山

協定締結後あいさつする中岡岐阜署長

森
林
整
備
推
進
協
定
を
締
結

 

「
木
島
平
村
四
ノ
宮
地
域

　　

森
林
整
備
推
進
協
定
」の
締
結

民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
に

 

「
木
島
平
村
四
ノ
宮
地
域

　　

森
林
整
備
推
進
協
定
」の
締
結

民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
に

「
東
白
川
村
新
巣
地
域

　

森
林
整
備
推
進
協
定
」を
締
結

三
つ
の
協
定
が
連
携
し
て
森
林
整
備
を
推
進

「
東
白
川
村
新
巣
地
域

　

森
林
整
備
推
進
協
定
」を
締
結

三
つ
の
協
定
が
連
携
し
て
森
林
整
備
を
推
進

治
山
・
林
道
工
事

　　　　　

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

平
成
二
十
三
年
度

治
山
・
林
道
工
事

　　　　　

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

治
山
・
林
道
工
事

　　　　　

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

各
種
表
彰
式
等
を
開
催
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な
お
、
林
野
庁
長
官
賞
の
授
与
式
は
、
局
長

表
彰
に
先
立
ち
、
二
月
十
六
日
東
京
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

部
門
の
十
一
件
、
林
道
部
門
の
五
件
と
、
農

林
水
産
大
臣
賞
と
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

た
工
事
の
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
並
び

に
監
督
職
員
が
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

二
十
三
日
の
表
彰
式
は
、
中
部
局
管
内
の

長
野
県
内
で
施
工
し
た
治
山
及
び
林
道
工
事

の
受
賞
者
に
対
し
行
わ
れ
、
飯
干
森
林
整
備

部
長
が
審
査
報
告
し
た
後
、
木
村
総
務
部
長

が
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
内
で

工
事
を
施
工
し
た
受
賞
者
に
対
す
る
表
彰
伝

達
式
は
、
二
十
七
日
に
名
古
屋
市
内
で
行
わ

れ
、
田
中
次
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
）
が
表

彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
農
林
水
産
大
臣
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
信
州
林
業
株
式
会
社 

（
長
野
市
）

　

朝
日
山
山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
治
山
工
事

 

〈
北
信
署
〉

◎
林
野
庁
長
官
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社 

中
島
工
務
店 

（
中
津
川
市
）

　

西
股
（
ガ
ケ
ガ
沢
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
東
濃
署
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
川
瀬
建
設
株
式
会
社 

（
松
本
市
）

　

黒
川
支
線
作
業
道
新
設
工
事 

〈
中
信
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社 

今
井
工
務
店 

（
小
谷
村
）

　

大
渚
地
す
べ
り
防
止
工
事 

〈
中
信
署
〉

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社 

（
南
木
曽
町
）

　

下
山
沢
上
流
復
旧
治
山
工
事

 

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
吉
川
建
設
株
式
会
社 

（
飯
田
市
）

　

園
原
川
復
旧
治
山
工
事 

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
大
協
建
設
株
式
会
社 

（
大
鹿
村
）

　

平
成
22
年
度
中
洞
地
す
べ
り
防
止
工
事　

 

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
山
﨑
建
設
株
式
会
社 

（
飯
田
市
）

　

平
成
22
年
度
ト
チ
ボ
ラ
沢
復
旧
治
山
工
事

 

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
中
越
興
業
株
式
会
社
・
宮
口
建
設
株
式
会
社

　

経
常
建
設
共
同
企
業
体 

（
南
砺
市
）

　

ス
ゴ
谷
下
流
復
旧
治
山
工
事 

〈
富
山
署
〉

◇
株
式
会
社 

谷
上
組 

（
飛
騨
市
）

　

大
谷
（
モ
ト
メ
谷
上
流
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社 

洞
口 

（
飛
騨
市
）

　

 

黒
内
（
ふ
く
ろ
洞
支
渓
）
特
定
流
域
総
合
治 

山
工
事 

〈
飛
騨
署
〉

◇
日
下
部
建
設
株
式
会
社 

（
下
呂
市
）

　

 

山
之
口
（
タ
ナ
洞
）
森
林
水
環
境
総
合
整
備

工
事 

〈
岐
阜
署
〉

◇
株
式
会
社 

加
藤
工
務
店 

（
中
津
川
市
）

　

湯
舟
沢
（
コ
ハ
清
水
）
復
旧
治
山
工
事

 

〈
東
濃
署
〉

◇
株
式
会
社 

安
藤
組 

（
豊
田
市
）

　

段
戸
（
澄
川
）
復
旧
治
山
工
事 

〈
愛
知
所
〉

〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
大
新
土
木
株
式
会
社 

（
長
野
市
）

　

中
ノ
沢
作
業
道
新
設
工
事 

〈
北
信
署
〉

◇
奥
田
工
業
株
式
会
社 

（
大
桑
村
）

　

小
川
殿
（
川
戸
沢
）
林
道
新
設
工
事

 

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
三
留
野
土
建
株
式
会
社 

（
南
木
曽
町
）

　

中
ノ
沢
林
道
新
設
工
事 

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
松
田
建
設
株
式
会
社 

（
下
呂
市
）

　

 

松
尾
小
黒
川
林
道
（
小
黒
川
）
外
４
改
良
工

事 

〈
岐
阜
署
〉

◇
付
知
土
建
株
式
会
社 

（
中
津
川
市
）

　

高
時
山
林
道
（
カ
シ
モ
谷
）
改
良
工
事

 

〈
東
濃
署
〉

審査報告をする
飯干森林整備部長

表彰状授与（木村総務部長と受賞者）

表彰式（２月23日：局）表彰状伝達式（２月27日：名古屋事務所）
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〔
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
及
び
監
督
職
員

部
門
〕

◇
朝
日
山
山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
治
山
工
事

　

信
州
林
業
株
式
会
社

 
主
任
技
術
者　

清
水　

寿
一

　

北
信
森
林
管
理
署

 

監
督
職
員　
　

中
村　
　

悟

◇
西
股
（
ガ
ケ
ガ
沢
）
復
旧
治
山
工
事

　

株
式
会
社 

中
島
工
務
店

 

主
任
技
術
者　

河
原　

克
也

　

東
濃
森
林
管
理
署

 

監
督
職
員　
　

田
丸　

清
彦

◇
黒
川
支
線
作
業
道
新
設
工
事

　

川
瀬
建
設
株
式
会
社

 

現
場
代
理
人　

上
村
健
太
郎

 

主
任
技
術
者　

奥
原　

哲
雄

　

中
信
森
林
管
理
署

 

監
督
職
員　
　

奥
原　
　

英

 

［
総
務
課
］
平
成
二
十
四
年
三
月
八
日
、
中
部

森
林
管
理
局
で
平
成
二
十
三
年
中
に
お
い
て
、

災
害
時
に
お
け
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

国
土
緑
化
推
進
等
を
通
じ
た
森
林
づ
く
り
活

動
、
地
域
の
奉
仕
活
動
等
に
お
け
る
地
域
連

携
・
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
進
ん
で
携
わ
っ
て

頂
い
た
企
業
、
団
体
の
中
で
、
特
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
九
企
業
及
び
六
団
体
に
局
長
か
ら

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
及
び
長
野
県
西
部
地
震
の
災
害
援
助
と
し

て
飲
食
料
品
等
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
協
力
い
た
だ
い
た
三
団
体
に
も
局

長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

集
中
豪
雨
後
の
被
害
状
況
の
確
認
や
林
道
の

草
刈
り
作
業
、
歩
道
の
整
備
、
環
境
美
化
活
動

な
ど
二
十
五
団
体
及
び
百
五
十
七
企
業
か
ら
活

動
結
果
が
提
出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
局
長
感

謝
状
を
受
賞
し
た
団
体
・
企
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
森
林
づ
く
り

　

㈳
名
古
屋
林
業
土
木
協
会

　

㈳
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
付
知
支
部

　

藤
森
土
木
建
設
㈱

　

田
中
建
設
工
業
㈱

　

㈱
所
組

◇
防
災
活
動

　

㈳
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
坂
下
支
部

　

長
野
国
有
林
整
備
協
会
中
信
支
部

　

岩
佐
土
木
㈱

　

㈲
共
和
土
木

　

㈱
中
島
工
務
店

『
震
災
支
援
』

　

㈶
日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
野
支
部

　

㈳
長
野
林
業
土
木
協
会

　

名
古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会

◇
地
域
貢
献

　

㈳
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
愛
知
支
部

　

㈳
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
荘
川
支
部

　

㈲
愛
宝
産
業

　

㈲
松
橋
林
工

　

岩
佐
土
木
㈱

 

［
富
山
署
］
去
る
二
月
十
六
日
に
富
山
市
と
森

林
行
政
の
基
本
的
方
針
の
説
明
、
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
開
催
の
発
端
は
、
昨
年
三
月

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た

り
、
林
野
庁
に
お
い
て
関
係
市
町
村
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
際
、
富
山
市
か
ら
民
有

林
の
上
流
域
を
管
理
し
て
い
る
国
有
林
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
富
山
市
本
所
と
総
合
行
政
セ
ン

タ
ー（
平
成
十
七
年
四
月
合
併
し
た
旧
町
村
単

位
に
あ
る
出
先
機
関
）
の
職
員
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
ま
ず
、
森
林
行
政
の
基
本

的
な
方
針
に
つ
い
て
双
方
説
明
を
行
い
、
そ
の

後
は
意
見
交
換
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
の
主
な
質
問
・
意
見
は
、

（
富
山
市
か
ら
）

○ 

国
有
林
の
境
界
管
理
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か
。

○
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
災
対
策

○
登
山
道
整
備
を
行
う
際
の
国
有
林
の
手
続
き

○ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
森
林
整
備
し
た
場
合
の
国

の
補
助　

な
ど

（
国
有
林
か
ら
）

○
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
取
組
状
況

○
環
境
未
来
構
想
の
状
況

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
状
況

○
捕
獲
し
た
熊
の
放
獣
場
所　

な
ど

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
日
常
の
業
務
で
富
山
市
と
森
林
行

政
の
調
整
を
行
う
こ
と
は
少
な
く
、
今
回
、
同

一
地
域
の
森
林
に
お
い
て
民
有
林
、
国
有
林
が

ど
う
い
っ
た
基
本
方
針
の
も
と
に
森
林
行
政
を

行
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
富
山
市
か
ら
国
有
林
で
の
事
業
を

見
学
し
た
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
今
後
、
機
会

を
捉
え
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

富
山
市
と
森
林
行
政
に
つ
い
て

�

意
見
交
換

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

感謝状を手にする受賞者の皆さん

森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
に

　

進
ん
で
携
わ
る
者
に
対
す
る

　　　　　　　

局
長
感
謝
状
の
贈
呈

森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
に

　

進
ん
で
携
わ
る
者
に
対
す
る

　　　　　　　

局
長
感
謝
状
の
贈
呈
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 ［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

春
の
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
二
月
二
十
二

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
福
島
小
学
校
四

年
二
組
二
十
二
名
に
キ
ノ
コ
の
植
菌
体
験
の
出

前
授
業
を
し
ま
し
た
。

　

秋
に
は
キ
ノ
コ
狩
り
を
兼
ね
た
森
林
散
策
の

案
内
依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
不

作
で
キ
ノ
コ
狩
り
は
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
育
て
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
は
ど
う
か
と
提

案
し
て
実
現
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
前
に
、
木
曽
森
林
管
理
署
の
ふ
れ
あ
い

係
長
か
ら
キ
ノ
コ
の
育
て
方
の
説
明
を
受
け
て

か
ら
原
木
を
所
定
の
長
さ
に
切
り
、
ド
リ
ル
で

穴
を
開
け
、
種
駒
を
打
つ
ま
で
の
一
連
の
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

中
に
は
父
親
が
林
業
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
内
容
は
知
っ
て
い
る
児
童
も
い

ま
し
た
が
、
一
連
の
作
業
は
初
め
て
で｢

疲
れ

た
、
腰
が
痛
い｣

と
言
い
な
が
ら
も
楽
し
そ
う

に
ノ
コ
ギ
リ
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

穴
開
け
は
電
動
ド
リ
ル
を
使
用
す
る
た
め
職

員
が
手
を
添
え
る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
い

作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
キ
ノ
コ
の
発
生
が
早
く
な
る
よ
う
に

ハ
ン
ノ
キ
に
ナ
メ
コ
の
種
駒
を
打
ち
ま
し
た

が
、
多
く
の
発
生
を
見
る
の
は
二
年
目
か
ら

で
、
今
後
は
養
生
な
ど
機
会
あ
る
毎
に
指
導
に

当
た
り
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
チ
ー
ム
荘
川
」
安
全
第
一
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

 

［
飛
騨
署
荘
川
班
］
今
年
度
、
当
事
務
所
を
含

め
た
旧
荘
川
営
林
署
（
庄
川
流
域
）
管
内
三
森

林
事
務
所
の
直
よ
う
事
業
は
、
基
職
一
名
と
臨

時
作
業
員
二
名
で
、
各
事
務
所
の
境
界
管
理
・

各
種
調
査
・
林
道
維
持
作
業
を
中
心
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
我
が
「
チ
ー
ム
荘
川
」
も
温
暖
化

防
止
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
完
遂
に
向

け
、
日
々
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
、
応
援
し
合
い

な
が
ら
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
と

安
全
第
一
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
末
、
当
事
務
所
管
轄
の
一

色
・
山
中
山
国
有
林
と
隣
接
す
る
民
有
林
で
、

民
国
連
携
し
て
路
網
の
整
備
や
利
用
間
伐
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
高
山

市
一
色
・
山
中
山
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
協
定
に
基

づ
い
た
事
業
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
当
事
務
所
で
も
林
業
専
用
道
工
事
支

障
木
の
調
査
を
滞
り
な
く
計
画
的
に
こ
な
し
て

い
く
こ
と
な
ど
、
共
同
施
業
団
地
化
の
一
翼
を

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

担
う
心
構
え
で
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　

荘
川
の
山
は
根
曲
が
り
ダ
ケ
が
多
く
、
夏
場

の
調
査
等
現
場
業
務
は
非
常
に
厳
し
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
例
年
に
な
く
雪
が
少
な

い
よ
う
で
す
が
、
春
先
暖
か
く
な
る
前
、
雪
が

凍
み
て
固
ま
っ
た
カ
ッ
テ
コ
の
時
期
に
あ
ち
こ

ち
山
見
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
山
中
山
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
植
物
群
落
保
護
林
で
岐
阜
大
学
安
藤
先

生
の
ご
指
導
の
下
、
高
山
市
と
地
元
自
治
会
関

係
者
の
方
々
と
合
同
で
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
保
全

事
業
を
実
行
し
ま
し
た
。
電
柵
を
張
り
巡
ら
し

猪
鹿
の
侵
入
防
止
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
少
し

複
雑
な
気
持
ち
で
す
が
、
雪
解
け
が
待
ち
遠
し

い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

キノコの育て方を説明

赤い印に合わせて穴を開けますナメコの種駒を打つ様子

収穫調査中の様子

キ
ノ
コ
植
菌
体
験
の
出
前
授
業
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風景紀行
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75
）

83

しろ うま だけ

二
、〇
六
六
㍍
）
等
比
較
的
穏
や
か
な
峰
々
が

連
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
湯
の
丸
、
高
峰
高
原
の
中
間
に
は
、

数
万
年
前
の
三
方
ヶ
峰
火
山
の
噴
火
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
火
口
原
に
広
が
る
高
層
湿
原
で
あ
る

池
ノ
平
湿
原
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
と
、

亜
高
山
帯
の
気
候
と
合
わ
さ
り
、
花
々
の
種
類

が
豊
富
な
高
原
地
域
と
し
て
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

五
月
に
は
一
帯
で
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
が
始
ま

る
と
と
も
に
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
等
が
咲
き
は
じ
め

ま
す
。

　

六
月
に
は
高
原
一
帯
を
国
の
天
然
記
念
物
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
朱
色
が

山
肌
を
染
め
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
と

と
も
に
、
高
山
植
物
の
女
王
と
い
わ
れ
る
コ
マ

ク
サ
、
ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ
な
ど
の
高
山
植
物
が
咲

き
始
め
ま
す
。

　

七
月
は
、
池
ノ
平
湿
原
等
の
湿
原
地
帯
に
ア

ヤ
メ
の
大
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

八
月
か
ら
九
月
に
は
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
マ
ツ
ム

シ
ソ
ウ
、
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
草
花
が
咲
き
ほ
こ

り
ま
す
。

　

そ
の
後
十
月
ま
で
は
黄
金
色
に
輝
く
カ
ラ
マ

ツ
、
赤
、
黄
色
等
広
葉
樹
の
紅
葉
も
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
駐
車
場
等
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
比
較
的
短
く
手
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
と

と
も
に
、
春
か
ら
秋
に
か
け
、
こ
れ
ら
の
花
々

等
を
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
々
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
冬
場
に
お
い
て
も
、
ス
キ
ー
場
等
の
施

設
の
ほ
か
、
晴
天
率
も
高
く
澄
ん
だ
空
気
の

中
、
手
軽
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
等
に
よ
り
、
眼
下

の
千
曲
川
の
流
れ
を
見
渡
し
、
北
ア
ル
プ
ス
の

大
パ
ノ
ラ
マ
、
北
に
は
上
信
越
の
四
阿
山
、
草

津
・
白
根
山
、
谷
川
岳
、
南
に
は
奥
秩
父
・
甲

武
信
岳
、
八
ヶ
岳
、
遠
く
は
富
士
山
な
ど

三
百
六
十
度
の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
、
手
軽
に
自
然
を
満
喫
が
で
き

る
湯
の
丸
・
高
峰
高
原
付
近
を
散
策
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○
マ
イ
カ
ー

　

 　

上
信
越
自
動
車
道
小
諸
イ
ン
タ
ー
か
ら
高

峰
高
原
（
車
坂
峠
）
ま
で
三
〇
分
程
度
、
同

じ
く
東
部
湯
の
丸
イ
ン
タ
ー
か
ら
湯
の
丸
高

原
（
地
蔵
峠
）
ま
で
三
〇
分
程
度

※ 

池
ノ
平
湿
原
ま
で
は
、
七
月
中
旬
か
ら
八
月

中
旬
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
は
湯
の
丸
高
原

（
地
蔵
峠
駐
車
場
）、
高
峰
高
原
（
浅
間

２
０
０
０
パ
ー
ク
駐
車
場
）
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

四
季
を
通
じ
手
軽
に
自
然
を
満
喫

 

［
東
信
署
］
湯
の
丸
・
高
峰
高
原
一
帯
は
、
浅

間
連
峰
の
西
に
位
置
し
、
黒
斑
山
（
標
高
二
、

四
〇
四
㍍
）、
高
峰
山
（
標
高
二
、一
〇
六
㍍
）、

東
籠
ノ
登
山
（
標
高
二
、二
二
七
㍍
）、
三
方
ヶ

峰
（
標
高
二
、〇
四
〇
㍍
）、
湯
の
丸
山
（
標
高

二
、一
〇
一
㍍
）
、
烏
帽
子
岳
（
標
高

アヤメの大群落

高峰山からの眺望

黒斑山から浅間山を望む

高原に咲くレンゲツツジ


